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実験の概要(*3)： 

 Yb3+が磁性を担う物質では基底状態のクラマース二重項が擬スピン S = 1/2 で表され、かつ Yb3+イ

オン間のホールのホッピングからハイゼンベルグ型の相互作用が導かれるため[1]、新奇な量子スピン

系の実現が期待される。Yb3Ni11Ge4は Yb3+が歪んだカゴメ格子を形成しており[2]、磁化率や比熱から

は 0.5 Kまでに秩序化しないことが分かっている。一方、T = 2 K以下で比熱は緩やかに上昇しており、

磁化率も二次元平面内における反強磁性相関の発達を示唆していた。本実験ではこのフラストレート

磁性体の短距離磁気相関を調べるべく、粉末試料を用いて中性子磁気散漫散乱の観測を行った。尚、

WANDでの測定条件は波長 λ = 1.488 Å、散乱角 1.4°< 2θ < 122°として実験を行った。 

 まずは本物質の 0.5 K以下の状態を明らかにするため、希釈冷凍機を用いて約 50 mKの基底温度ま

で下げた後に粉末中性子回折パターンを測定した。そこでは磁気ブラッグピークは確認されず、この

物質が 50 mKまでに長距離秩序化しないことが判明した。続いて、短距離磁気相関の温度変化を調べ

るため、0.8 K、4.5 Kでの回折パターンを測定した。低温側と高温側のスペクトル強度差から、低温

での短距離磁気相関の発達に起因した磁気散漫散乱を確認した。今後は本実験で得られた磁気散漫散

乱スペクトルとカゴメ構造に基づいたモデルとの比較を行い、この系に存在する相互作用の描像解明

を行っていく。 
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